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2021 年度を振り返って

2021 年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染拡大の影響により、当基金の事業の

多くを中止順延せざるを得なくなりました。

活動の中心となる「ふれあいのスポーツ広場」は、自動車総連のご支援をいただき、全国 47

会場での開催を計画しておりましたが、鹿児島大会 1会場のみの実施にとどまりました。

「ノンバーバルコミュニケーションワークショップ」は、2019 年台風 15 号等の豪雨災害の被

災地である千葉県内の障害者団体や施設を訪問する計画でしたが、新型コロナウイルス感染拡大

の影響のため、昨年同様に延期といたしました。2022 年度中の実施に向けて、準備を進めて参

ります。

ニュースレターについては、３カ月ごとに当基金の活動内容を周知するために発行しておりま

すが、ページ数を縮小しつつ活動状況の報告を中心にしてまいりました。

ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究については、障害福祉サービス事業所で実施が

でき、他の人々とのつながりを持つことのできる可能性として、コロナ禍におけるオンラインに

よるユニバーサルスポーツの開発に取り組みました。

小規模な事業所でも取り組みが可能となるように、事務所スペースでもできるプログラム開

発やオンラインでも相互にコミュニケーションの図れるプログラム開発を中心に、他団体での取

り組みの事例紹介を参考にしながら試行錯誤を重ねました。コロナ禍においても社会とのネット

ワークが深まっていくことを願いつつ、より安全で安心のできるプログラムを求めて報告書にま

とめました。

なお財政的には、景気悪化の中で、基本財産の運用収益は限られており、徹底した経費削減に

努力してまいりました。賛助会員の拡大に努めつつ、今後とも当基金設立の趣旨を踏まえ、事業

の推進に努めてまいります。みなさまの引き続きのご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

2022 年 3 月

公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金
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１．ふれあいの広場事業
1.1 ふれあいのスポーツ広場の実施

共催：

自動車総連

協力：

日本福祉大学

仙台ユニバーサルスポーツ研究会

当基金の設立以来開催を続けているこの事業は、新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響により、鹿児島会場のみの開催となり

ました。午前中のみの限られた時間の中、感染予防対策を徹底

しながら新たに開発した競技による運営となりましたが、参加

者のご協力により無事に終えることができました。

ここで得られた知見を踏まえて、共に大会を開催している自

動車総連の皆様や、監修をいただいている日本福祉大学スポー

ツ科学部学部長の藤田紀昭先生を中心に、この事業や当基金に

ご協力をいただいている有識者のご意見をいただきながら、よ

り安心安全で楽しめる大会とするべく活動を進めて参ります。

今後、さらに魅力的な競技内容を開発すると共に、参加いた

だく障害のある方にとってより魅力のある大会とするよう、努

力を重ねてまいります。

ふれあいのスポーツ広場鹿児島大会

開催日	  2021 年 4 月 5 日（月）

会　場	　鹿児島市民体育館

主　催　 全日本自動車産業労働組合総連合会

	   公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金

後　援	　内閣府 /スポーツ庁 /鹿児島県 /鹿児島市 /鹿児島	

	   市教育委員会

来　賓	　鹿児島市健康福祉局福祉部長　山内 竜二 様　　　

実行委員 自動車総連鹿児島地協（議長　吉海江　俊也）

競技指導 日本福祉大学スポーツ科学部　学部長　藤田　紀昭 先生

	   日本福祉大学スポーツ科学部　助教　 児玉　友  先生

司会進行 桂 扇生 /花仙

参加施設 ３施設　

参加者数 １１３名　

実行委員他 ６６名

合　計　 １７９名
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2. 開発、普及および育成事業
2.1 ニュースレターの発行

３カ月に１度、賛助会員のみなさまや、事業の参加者などに

当基金の活動を紹介するため、ニュースレターを発行していま

す。印刷物の他、ホームページ上で公開しています。

第 112 号－ 2021 年 6 月号

報告／ふれあいのスポーツ広場鹿児島大会

お知らせ /事務所移転について・賛助会員ご入金のお礼

第 113 号－ 2021 年 9 月号

2021 年度事業計画の変更について

第 114 号－ 2021 年 12 月号

報告／ 2021 年度ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究

第 115 号－ 2022 年 3 月号

お知らせ／ふれあいのスポーツ広場上半期の開催日程

2022 年度事業計画
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2.2 ホームページの開設

2.3 各事業報告書の発行

各種事業についての報告書を発行いたしました。当基金ホー

ムページにおいて、掲示し無料配布しております。

(1)2021 年度ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究実施報告書

発行：2022 年 3 月

頁数：31 ページ

当基金の活動予定や報告について随時更新しております。

2020 年 4 月よりデザインを一新後、ウェブアクセシビリティに

も配慮した内容となっています。

ホームページの URL は、https://www.niceheart.or.jp
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3. 調査研究事業
3.1 ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究の実施

当基金は設立以来、障害の有無に関わらず、楽しみながら行

うことのできる競技を開発しながら、障害のある方について学

べる場を提供してきました。

ニュープログラム開発にあたり、コロナ禍において安全で安

心な運営体制及び競技内容を検討してきた中で、2020 年度には、

新型コロナウイルス感染症対策プログラムの試行と称して、仙

台リハーサル大会を実施しました。そこで浮き彫りになった課

題を踏まえ、ふれあいのスポーツ広場での取り組みに反映させ

て参りました。

しかしながら、未だ収束の見通しが立たない新型コロナウイ

ルス感染症に対応すべく、オフライン以外でふれあいのスポー

ツ広場の代わりとなる提供方法の開発に至りました。そして、

ニュープログラム開発の目的に叶う、競技を通してつながりを

実感していただくこと。そして皆で力を合わせたという実感を

体験していただくこと。それらを実現することを大前提に検討

を進め、今回は、オンライン形式で小規模な事務所内でも可能

なユニバーサルスポーツ競技の開発を試みました。場所も人数

も環境も様々であるがゆえに、移動なしで出来る等のコンセプ

トと身近な道具に基づく競技を開発しました。

1. 研究会委員

藤田 紀昭さん   日本福祉大学スポーツ科学部長・教授

金山 千広さん   立命館大学産業社会学部教授

林田 はるみさん 桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部教授

佐藤 一樹さん  仙台ユニバーサルスポーツ研究会　代表

2. ニュープログラムの開発　５競技

　競技Ａ　傘バスケット

　競技Ｂ　風船バレー室内版

　競技Ｃ  輪投げ /  輪投げリレー

　競技Ｄ　ペットボトルタワー

　競技Ｅ　ロープ送り室内版　

3. 報告書　当基金ホームページにて公開

(1) 助成
(福 )黎明会福祉開発振興援助事業
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・「第４６回わたぼうし音楽祭」

主催：奈良たんぽぽの会

日時：８月１日（日）

・「きょうされん第４４回全国大会（オンライン）」

主催 : きょうされん

　日時 : １０月２９日（金）

・「第２２回東京都障害者スポーツ大会」

主催 : 東京都、公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

日時 : １２月９日 （木）

当基金が後援した事業


